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中国景徳鎮の磁器原料(2)一カオリンｰ

須藤定久1〕

て､はじめに

地質調査所と中国地質破産部の間で1983年か

ら1986年まで行われた共同研究｢耐火物資源の研

究｣の調査･研究結果に基づいて中国景徳鎮周辺

の磁器原料資源について紹介する.前報(須藤,

1998)では主に蓑石資源について述べたが,本報

ではもう一つの重要な磁器原料であるカオリン資

源と景徳鎮の磁器産業について紹介しよう.

2.カオリン資源の概要

かつては景徳鎮周辺の概ね30km以内の高嶺村

や浮梁県にカオリンが豊富に賦存し,これを利用し

て磁器産業が興り発展してきた.

しかし,最近ではご多分に漏れず,原料が枯渇

し,華林,大洲カオリンなど,江西省北東部全域か

ら集められるようになった(第16図参照).以下,

星手県の華林,五里,景徳鎮郊外の大洲の各カオ

リン鉱床について順次紹介していこう.

3.星手県のカオリン鉱床

江西省のほとんどの川の流れは巻胴湖(ポヤン

フｰ)に注ぎ,その水は江西省の北端部で長江の

流れに合している.番即日湖の北西のほとりに名峰

｢魔山(標高1,474m)｣が饗え,その南東の麓に星

手県がある.景徳鎮市の西方約100kmのところで

ある.

皐手県には華林･五里カオリン鉱床があり,景徳

鎮への重要な原料供給地となっている(第1図).

3.て華林カオリン鉱床

華林カオリン鉱床は,江西省の省都南昌市の北

85kmの星子県温泉地区,名山｢盧山｣の南麓にあ

る.南昌市から約150km,車で約4時間で達する

ことができる.

回第四系国難:謹奔岩)目惚､瀧露)

竈コ燕山期花商岩[≡コ震旦系Eヨ先震旦系

第1図星手県カオリン鉱床周辺の地質略図(江西省地

質破産部資料を簡1■啓化した).

(､)地質

地体構造の上では,揚子プラット･フォｰム上に

あるが,上昇地塊｢盧山｣と南側の巻胴湖沈降帯の

境界に位置している.両者を画する断層がこの地

域の中心部を北東から南西へ走り,北西側が山岳

1)地質調査所資源エネルギｰ地質部
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地帯に,南東側が低い丘陵となっている.

魔山は,共に結晶片岩化した先震旦系双橋山層

群上部華層群とこれを不整合におおう震旦系(中

国の上部原生代～下部古生代の地層)からなり,そ

の構造は北西へ20～40｡傾斜している.一方,鉱

床が分布する南側では,ゆるく東または南西に傾

斜した先震旦系双橋山層群上部互層群の雲母石英

片岩が広く分布している(第1図).

これらを貫き,東年占山を中心に北から南に径1

～5kmの自亜紀中期の花筒岩の小岩体が点在分

布している.

これら花商岩体の分布域南側の丘陵地帯には,

N40.W方向のアプライト質～ペグマタイト質花商岩

の並行岩脈群が分布する.これらは,おおむね結

晶片岩の構造と調和的に貫入しており,複雑に分

枝,合体をくり返している.岩脈の規模は,ふつう,

幅5m前後であるが,20m程に及ぶ部分もある.

これらの岩脈は地表からおおよそ40mの深さま

で風化によりカオリン化しており,その一部が華林

カオリン鉱床として開発されている.脈幅の広い

所,脈が多数集中した部分で,小規模な露天又は

坑内採掘が行われ,その数は20～30力所に及んで

いる.

唾五1二

花闇岩脈

二∵当一･アプライト質幽

第3図採掘場におけるカオリン脈の産状.第6鉱体北採

掘場(第2図の⑦).Aは平面略図.B,Cは一部

の拡大スケッチ.

(2)鉱床

本カオリン鉱床の産状を第6鉱体の北採掘場(第

2図の⑦,第3図)で見てみよう.ペグマタイト質花

樹岩は細粒のアプライト質部から,径5cm程度の石
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第2図華林カオリン鉱床地質図.第6鉱体付近の地質

図.系統的な探査がなされている.

写真1華林カオリンの採掘場.変化に當む脈を追って

採掘がすすめられる.

写真2粗粒ペグマタイト質部(Pg)と細粒アプライト質部

(Ap)が交互に重なって､縞模様をつくる.
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囲葭カオリン鉱匿ヨ結晶片岩

第4図測線C-Dに沿う華林カオリン鉱床断面図.江西

省第916地質大隊資料を簡略化.脈の複雑な形

と地表下50mに及ぶ風化の状況が判明している.
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第5図華林カオリンのX線回析パタｰン.回折条件;理

学電機RAD-r使用,電圧:40灯,電流150mA,

対陰極:Cu,スリット系:ゴｰゴｰ0.3mm,回折速

度:16百/分,チャｰト速度80mm/分,時定数0.1

秒､フルスケｰル3,000cps.鉱物名はM:自雲母､

K:カオリン,Q:石英,F:長石.

一､し上

水簸物α5%

し597･

　

第6図

温度(℃)舳旧｡o`0cj

華林カオリンのTG.D.TA力一ブ.理学電機製サ

ｰモレックス9500型使用.試料重量:200mg,昇

温速度:20℃/分.熱電対は自金一自金･ロジウム

(13%)を使用.

英,長石,白雲母の集合からなるペグマタイト質部

まで,様々な粒度の部分が認められ,これらは岩脈

内に平行な幅数cmから50cm程度の縞模様をつく

っている.不均質な花樹岩マグマが,貫入したこと

を示しているのだろう(第3図､写真1,2).カオリン

鉱は風化により自色,軟質化し,採取すると砂状

となる.

野外では未風化の花陶岩をみることができない

が,第2図の断面C～D上の2本のボｰリング･コア

を検討することができた.コアの柱状図は第4図の

とおりである.花簡岩の風化は深度40m付近から

弱まり,深度50～55mから新鮮な花商岩となって

いることが観察された.

(3)鉱;一鉱物

代表的鉱石としてアブライト質花樹岩とペグマタ

イト質花商岩を原岩とする鉱石のX線回折試験と熱

分析試験の結果を第5図,第6図に示した.それぞ

れのカオリン含有量は,35%,40%程摩と推定さ

れ,そのほか30%前後の石英,20～25%の自雲母,

5～10%のカリ長石を含んでいることがわかった.

水簸物についてもX線回折試験と熱分析試験,

化学分析をおこない,その結果を第5,6図,第1

表に示した.
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○灼熱減量④A1203･oSi02含有量㊥K20･oNa20含有量

第7図華林カオリン脈の垂直的品位変化.左から2つは筆者が採取した試料の試験結果.右側の4列はボｰリング･コア

の細粒部についての江西省第916地質大隊の化学分析値に基くもの.何れのデｰタにも風化作用が深度60mま

で及ぶこと,深度40mまでが良質の鉱石であることが示されている.

叩

X線回折試験においては,カオリンのほかにかな

りの量の白雲母が検出され,水簸によって石英は

効果的に除去されているものの,白雲母について

は,十分に除去されていないことがわかる.熱分析

では,500℃～700℃での減量が10.5～12%を示

し,カオリン含有量が70～90%と推定された.化

学分析(第1表)では,Si02(46～47%)やA1203

(34～37%)はほぼ一定であったが,K20(0.85～

1.62%)やFe203(O.74～3.20%)では,ややばらつ

策て表カオリンの化学組成と粘土ノルム組成.

上段が化学組成,下段が粘土ノルム組成.ノルム

鉱物名はQ.石英,mi.マイクロクリンab.曹長石,

ka.カオリンse.セリサイト.その他は省略.

産地��華林��五隻��大洲��蘇州

試料�k難物�k難物�k難物�k鰯物�原鉱�水簸物�水簸物�k難物

S三02�47.04�46.46�45.97�46.23�74.21�47,18�46.47�45,32
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A屹03�36.78�34.31�37.19�35.22�14.58�34.81�35.56�38.33

亙創03�0.74�3.20�1.12�2.94�1.20�1.34�1.60�O.07
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N㎏O�0.05�O.08�O.04�O.04�2.27�O.56�O.47�O.01

㎜�1,20�1.62�0.85�O.93�5.20�2,31�1.63�O.01
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地O+�12.70�11.83�13.63�12,40�2.02�11.23�11.57�14.04

H20一�O.78�1.54�O.19�1.13�O.26�1.53�1.45�1.54
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To団�99.54�99.65�99.24�99.48�OO.06�99.30�99.26�99.62
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司b�O.42�O,68�O,34�O.34�19,21�4,74�3.98�O.08
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分析者���岡井賛司���藤蜆正�岡井�繭貫

きが大きい.粘土ノルムでは,カオリンが73～87%

で,ほかに絹雲母が7～10%計算され,X線回折や

熱分析の結果とほぼ一致した結果が得られた.

カオリン鉱床の垂直変化1土に述べたボｰリン

グ･コア(第4図のNo.1,No.4)から約2～3mおき

に試料を採取し,X線回折により鉱物組成を推定

し,風化によるカオリン化の進行を鉱物学的に追

跡することを試み,結果を第7図に示した.中国側

よりカオリン鉱の325メッシュのふるいを通過した

部分についての化学分析値が提供されたので,五

十嵐(1983)の方法で粘土ノルムを算出し第1表に,

石英カオリン

κ｡

カオりンその他㍗セリサイ､斜長石

○水簸カオリン⑧ポｰリング試料(No.1)oポｰりシグ試料(No.4)

第8図華林鉱床におけるカオリン化作用.化学分析デ

ｰタ(江西省第916地質大隊資料)から,五十嵐

(1983)の方法で粘土鉱物ノルムを計算し,三角

図にプロットした.カオリン化の進行方向を矢印

で表示.No.1,No.4はボｰリングの番号.
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粘土ノルム鉱物比の三角ダイヤグラムヘプロットを

第8図に示した.

地表付近の風化が十分にすすんだ部分では,カ

オリン鉱のカオリン含有量は30%程度であり,これ

は35～40m付近から減少しはじめ,深度50m付近

で5%以下となる.曹長石(アルバイト)の回折強度

やNa.Oの含有量の変化を見ると,深度60m付近

から40mまでの曹長石が分解し,カオリンが形成さ

れたことが如実に示されている(第7図).粘土ノル

ム鉱物比の三角ダイヤグラムヘのプロットにもこの

プロセスが明確に示されている(第8図).

カリ長石や白雲母は地表に向かって減少するも

のの,地表でもかなりの量が残っている.化学分

析でもK20の値にこのことがよく示されている.

(4)採掘･出荷

脈に沿って溝状に露天採掘される.放水銃で直

接採掘あるいは手掘りされた鉱石は放水銃でほぐ

され,泥水とされ水簸場に導かれ,細粒のカオリン

のみが沈澱池に集められる.

カオリンが30cmほどの深さとなると,泥水は止

められ乾燥される.自然に固まったままのブロック

として,あるいは煉瓦状に成形･乾燥されて出荷さ

れる.地表部の鉱床なので,カオリンには表土の混

入が避けられず薄い褐色を呈するものが多い(写

真3).

(5)まとめ

以上述べた華林カオリン鉱床の野外の産状と,

鉱石･鉱物の性質から,本鉱床の特徴として次の

写真3丘の麓につくられた水簸場.水簸物は乾燥しな

がら,煉瓦状に切りそろえられる.

点が指摘される.

1.本鉱床は,多数の幅数m前後のアプライト～ペ

グマタイト質花商岩脈が風化して形成された鉱

床で,脈幅や貫入形態は変化が著しい.

2.この風化カオリン鉱床の深さは,おおむね30

～40m程度であり,1つの鉱脈の規模は平均的

なもので可採鉱量数万t程度である.

3.カオリンは主として,曹長石の風化によっても

たらされており,カオリン鉱床の鉱物組成はお

おむね多い順に,石英,カオリン,白雲母,カ

リ長石である.

4.水簸により,石英,長石,岩片,粗い白雲母な

どは除去されるが,細かい白雲母や鉄分は除

去されず,水簸カオリン中にそれぞれ,10%,

1～2%程度含有されている.

3.2五里カオリン鉱床

(て)位置･概要

五里カオリン鉱床は,魔山の南東麓,星手県の

北約2.5km,前述の華林カオリン鉱床の北東12km

にある(第1図).この鉱床付近は,先震旦系双橋

二銘㌦パ

潔激↑

!､､･｡{水成礫岩

興･一鰯

＼B

芦ヅパ

[甑面図A-B]......印B

､.ol◎'.バ

､へ｡水成鶴

へ㈱恐カ才りン鉱演'9d巧

榊＼醒騨齢

第9図五里カオリン北鉱床の略図.鉱床の位置は第1図

参照.
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山層群の結晶片岩類が分布し,白雲母花商岩,ミ

グマタイト,ペグマタイトなども分布している.

鉱床は幅30～70m,厚さ50m前後の規模を有

し,長さ4kmにわたって断続する.カオリン含有率

は25%程度,ペグマタイト脈を原岩とするものでは

50%に及ぶものもあるという.

(2)地質･鉱床

現在この鉱床では2力所で採掘と水簸による精

製が行われているが,今回は主に北側の採掘場に

おいて主として野外観察を行った..採掘場の概要

を第9図に示した.

露天採掘場での層序は見かけ上の下位より,緑

灰色･塊状の黒雲母角閃石片岩(厚さ10m以上),

数｡m～50cm単位で成層した灰色の雲母片岩(厚

さ5～6m),細粒花陶若様の白雲母石英片岩(厚

さ15m以上)で,構造は走行N30～40､,40～

50｡東に傾斜している.これらの古期岩層をおおい

厚さ7mを超える礫岩が採掘場の東半分をおおっ

ている.中国側研究者によると,この礫岩は,かつ

て魔山を覆っていた氷河によって形成された水成

礫岩と考えられているそうである(写真4).

古期岩層は全般に風化を受けカオリン化してい

るものの,上位の花商岩様の白雲母石英片岩がカ

オリン含有量が高く,苦鉄質鉱物を殆ど含まず,鉄

分の含有量が少ないなどの点で優れており採掘対

象となっている.､

この採掘場で観察するかぎり,古期岩類の花樹

岩質片岩の風化によって形成された鉱床であり,

大規模な断層の影響や,花筒岩の影響などは認め

られない.

(3)鉱宿･鉱物

五里鉱床の代表的鉱石と水簸物のX線回折試

験,熱分析試験の結果を第10,11図に示した.ま

た,水簸カオリンの化学分析値をそれより算出した

粘土ノルム鉱物組成とともに,第1表に示した.

鉱石のX線回折パタｰンのカオリンや雲母鉱物

のピｰクがややブロｰドであることは,カオリンの結

晶度がやや低いこと,雲母鉱物は結晶度の低い絹

雲母に分解していることを示している.TG.一D.T.ん

力一ブで,500℃～700℃の減量が6.4%に及ぶこ

とは,カオリン鉱のカオリン含有量が45%前後と高

いことを示している.

水簸物に関するデｰタを見ると,カオリン80%,

絹雲母8%,鉄鉱物4%,石英5%などを含んでお

り,カオリンの結晶度も低いことがわかる.

κ
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カオリン鉱

κん｡
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K水簸物
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�

�㈰㌰�

-2θ･Cu･此｡

第10図五里カオリンのX線回折パタｰン.実験条件,

鉱物名は第5図と同じ.
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水簸物
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写真4鉱床をおおう水成礫岩.人海戦術で除去される.

この厚さが経済性を大きく左右する.

��

5ら6

o㈹温度(℃)5001000

第11図五里カオリンのTG.一DT.A力一ブ.実験条件,

鉱物名は第6図と同じ.
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(4)採掘｡出荷

放水銑で直接採掘され,泥水が水簸場に導か

れ,細粒のカオリンのみが沈澱池に集められる.

カオリンが30cmほどの深さとなると,泥水は止

められ乾燥される.自然に固まったままのブロック

として,あるいは煉瓦状に成形･乾燥されて出荷さ

れる.'華林鉱床と同様地表部の鉱床なので,カオ

リンには表土の混入が避けられず薄い褐色を呈す

る(写真5,6).

写真5放水銃によるカオリンの採掘.カオリンを含んだ

泥水は水簸場へ流下する.

写真6丘の縁に設けられた水簸場.後方に名峰｢慮山｣

が望まれる.

(5)まとめ

五里鉱床は,先震旦系双橋層群中の花筒岩質岩

(結晶片岩及びミグマタイトあるいは注入片麻岩)が

風化して形成されたものであり,白雲母の残留が少

ないこと,細粒であることなどの特徴を有している

ものの,鉄分がやや多いこと,水成礫岩の被覆が

あることなど,問題点もある.鉱床規模は不明であ

るがさほど大規模なものとは思われない.

4.大洲カオリン鉱床

景徳鎮市周辺のカオリン産地としては東北方約

30kmにある高嶺(カオリン)村の鉱床が有名であ

る.鉱物名｢カオリン｣の語源となった産地である.

しかし,この地区の鉱床はすでにすっかり掘り尽く

されてしまった.現在の主産地は大洲カオリン鉱床

で,景徳鎮市の北北西30kmの地点にあり,景徳鎮

市より車で約1時間半で到着できる(第16図).

古くから景徳鎮へのカオリン供給地の1つとして

開発されてきたが,1958年に組織化され,現在,

従業員約200人で年間7,000～8,000tの水簸カオリ

ンを景徳鎮市為氏磁廠へ供給している景徳鎮地区

を代表するカオリン鉱床の1つである.
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第12図大洲鉱山地質概略図.江西省地質鉱産局資料

を修正.模式断面図は,現状に基づいて作成.

(1)地質･鉱床

鉱床付近の地質は,略図を第12図に示したよう

に先震旦系双橋山層群とこれを貫く燕山期の中粒

～細粒花商岩からなる.花商岩は径2kmの小岩株

をつくり､鉱物組成は石英25～30%,長石55～

60%,白雲母10%でほかに微量の黒雲母,トパｰ

ズ,ホタル石を含み,曹長石化,カオリン化,珪化

が認められるという.鉱床の西部をほぼ南北に貫

く著しい珪化帯(幅14～32m)があり,この鉱山の

象徴にもなっている(写真7).

鉱床は花筒岩体の頂部に形成された風化型鉱床

で最大原さ35mの帽子状で,侵食により6鉱体に

分かれている.鉱石のカオリンの含有量は,15～

25%で,水簸によるカオリン収率は12%程度だと

1998年8月号�



一46一

須藤定久

写真7大洲鉱山の遠景.画面左側に脈状の珪化帯が巨

大な屏風をつくっている.

写真8鉱床(M1)の遠景.手前は水簸残澄の堆積場.

遠方の崖の下部が鉱床,崖の上部は古期の堆積

岩.

いう.

現在,品位が良好であった第4鉱体の採掘が完

了し,第1鉱体,第3鉱体の採掘が行われている.

私の訪問はごく短時間で,第1鉱体の一部を約1

時間見学し,2～3の試料を採取できた.

野外観察で次のような点が注目される

･貫入面の形態から鉱床が胚胎しているのは小花

商岩体の項部にあたっていることが,容易に想定さ

れる(写真8,9).

･細～中粒花筒岩中には最大径2mmの淡青緑色

の結晶度の極めて良好な絹雲母～白雲母がスポッ

ト状に散在しており,弱いグライゼン化を受けたこ

とが推定される.

･NE-SW方向の節理に沿って,石英脈,緑色綴

密な絹雲母脈,青灰色の混合層粘土脈などが認め

られ,弱い熱水作用があったことが推定される

ペグマタイトは認められないが,貫入岩体頂部付

写真9鉱床(M1)の近景.花商岩体のまさに頂部であ

る.カオリン化した部分の厚さは約15m.

近でのマグマの固結末期の,グライゼン化作用とそ

れに引きつづく弱い熱水作用をうけたものであろ

う.

今回観察した部分では,一般に鉱石はもろく,砂

状を呈するものの,風化は弱く,長石の一部が軽く

カオリン化している程度のものが殆どであった.

(2)鉱石･鉱物

一般的鉱石,水簸カオリンのX線回折試験,熱

分析試験,化学分析を行い,その結果を第13,14

図,第1表に示した.

一般鉱石では,鉱物組成は多い順に石英,カオ

リン,長石,白雲母で,カオリン含有量は,20%程

度と推定される.水簸物では,カオリンと白雲母か

らなり,化学分析値とそれから算出した粘土ノルム

によれば,それぞれ75%と14%である.
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第13図大洲カオリン鉱山産試料のX線回折パタｰン.

実験条件,鉱物名は第5図と同じ.
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第14図大州カオリン鉱山産試料のT.G.一D.TAカｰブ.

実験条件,鉱物名は第6図と同じ.

5.景徳鎮市の磁器工場

(1)景徳鎮略史

景徳鎮の陶磁産業について紹介する前に,景徳

鎮の歴史の概略を眺めておこう.景徳鎮の磁器の

歴史は唐代(西暦618～906年)に遡ると言われる

が,詳細がわかっているのは宋代(960～1126)以

降である.

唐代の中国では既に各地で白磁や青磁がつくら

れていた.柳家湾地区の蓑石,高嶺村や浮梁県の

カオリンなど豊富な資源と原料や製品の運搬の便

の良い昌江の川岸という立地条件に恵まれたこの

地にも昌南鎮窯が開かれていた.これが景徳鎮の

前身である.

11世紀初頭の蒙古の南下に伴い,河北平原にあ

った宋の磁器技術は昌南鎮へ移され,景徳年間

(1004～1007)には正統皇帝が官窯を設けた.これ

により昌南鎮窯は名実共に中国の磁器産業の中心

となり,影青(インチン)と呼ばれる青みを帯びた白

磁が盛んにつくられ,名前も景徳鎮と変えられた.

南宋時代(1127～1278)には,龍泉窯(漸江省)

にその地位を奪われ衰退,元代(1279～1367)に

再興,など幾多の盛衰を繰り返した.18世紀には

窯数は3,O00,製陶に従事する労働者は100万人に

達し,製品はインド,トルコ,西ヨｰロッパ諸国へと

広く輸出された.

その後も盛衰を繰り返しながら磁都として発展

し,現在は人口60万人(都心部の人口は約30万

人)の江西省を代表する工業都市となっている.

写真10景徳鎮の街(1).A｡街路樹の美しい中心部の街路,B.竹篭に入れた磁器を積んだ荷車がゆく,C.雨にも負けず

他店した磁器の露店,D.黒煙をあげる煙突が林立する市街中心部.
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(2)景徳鎮の街

まず,街のようすから紹介しましょう.市街地の

地図を第15図に示しました.これを見ながら語を

進めましょう.

街の中心部の大通りには,街路樹のプラタナス

うっそう

が鰺蒼と生い茂っており,夏に涼しい木陰を提供

しています(写真10-A).表通りは自動車が行き交

っていますが,一歩路地を{よいると,磁器を積んだ

荷車が行き交い,磁器の露店があちこちに見られ

浮梁

昌江

昌江

紹

景徳鎮駅

��

7一

戸

第15図景徳鎮市の市街地略図.

(写真10-B,C),磁都にいることが実感されてきま

す.展望のきくところからは,磁器工場の煙突が林

立し,勢いよく黒煙をあげる｢磁都｣を象徴するよう

な光景が見られます(写真10-D).

街の西側には昌江が北から南へ流れ下っており,

特徴的な橋が3本架けられています.北側には10

数艘の小舟の上に渡された浮き橋｢浮梁｣があり,

荷物を持った人々や自転車で朝晩は大変な賑わい

をみせます(写真11-A).

中央の橋は石張りコンクリｰトの昌江大橋(写真

11-C)で,この橋のたもとが景徳鎮の港です.港とい

っても,河原の一部が少しだけ掘って広げられ,舟

だまりがつくられているだけですが,かって,まさにこ

こから世界に向けて製品が積み出されたのです.周

辺には無数の磁器片の山が残されており,栄光の歴

史の重みに圧倒されてしまいます.最近,原料の

｢自圷土｣も製品の磁器もトラックが輸送の主役とな

ったせいか,港の舟だまりに停泊する小舟もいやに

寂しそうに見えるのが印象的でした(写真11-D).

一番下流側には新らしい鉄骨作りの新昌江大橋

(写真11-B,本当の名前を知らないので,こう呼ん

でおきます)が架けられ,広々とした橋の上からは

1国,

搬

固

写真11景徳鎮の街(2).A､浮梁,10数艘の小舟の上に渡された浮き橘,B.広々とした新大橋,C.f云統の重みを感じる石

張りの昌江大橋,D.昌江大橋のたもとの港に停泊する小舟.
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遠くに磁器工場街の黒煙を吐く煙突を望むことが

できます.

街の中心部には伝統を誇る古い磁器工場が林

立し,市街の東側は新しい磁器工場が配置され,

いわゆる工業団地となっています.

景徳鎮の代表的な磁器工場といえば,近代的･大

規模磁器工場の代表｢為氏磁廠｣,伝統的な薪窯に

こだわる｢建国磁廠｣,高級芸術作品を専門に制作

する｢芸術磁廠｣などが著名なところでしょう.筆者

は｢為氏磁廠｣を見学させてもらうことができました.

(3)｢為氏磁廠｣にて

ここ為氏磁廠では釜石(自圷土)とカオリンがお

およそ1:1の割合で配合されて生地がつくられる.

あの上税蓑石や大洲カオリンが,ここまで運ばれ

て,まさに磁器に生まれ変わる,ここがその現場な

のです.成形は主に,どろどろの生地を石膏の型

に流し込んで器をつくる鋳込み法が使われ,ほか

にろくろや機械ろくろなどが併用されていました.

半分乾燥された皿や茶碗は,削り工程にまわされ､

ろくろの上でかんなで削り込まれ,薄く,一定の形

し!･

�

�

ヨ,'.

綴､､灘灘蓋,,1鰯繭

写真12潟民磁廠にて.A削り作業,B.地軸作業,C.主トンネル窯,約50mの長さがある,D.勢いよく燃える重油バｰナ

ｰ,E.シｰルを使った絵付け作業,R絵付け用のトンネル窯.燃料はプロパンガス.
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に整えられます(写真12A).次に稚薬がかけられ

(写真12B),十分に乾燥されます.

乾燥が終わると,いよいよ窯に詰められ焼成さ

れます.重油炊きの長さ50m程のトンネル窯で焼

成され,真っ自な磁器となります(写真12C,

���

窯から取り出された磁器は,晶質検査が行われ

た後,絵付けが行われます.この近代化された工

場では印刷されたシｰルを使った絵付けが行われ

ていました(写真12E).絵付けされた磁器は長さ

25mほどのガス窯で再び焼かれ,絵が固定されて

磁器が完成します(写真12F).

国内向け製品は稲藁や竹篭で包装され,輸出品

は稲藁と段ポｰルでそれぞれ包装され,出荷され

ていました.

｢為氏磁廠｣とは街の反対側,西郊外には,f云統

工芸村｢古窯｣がつくられていました(写真13).こ

こでは､古い窯の一部を改築し,観光コｰスがつく

られ,芸術家達により手作りの高級磁器が製作さ

れる過程が公開されていました.大きな作品に見

事な絵を描いていく芸術家の姿は感動的でしたが,

残念ながら撮影禁止,紹介することができません.

6｡おわりに

古代,中国に産まれ育った磁器製造技術は,中

世に至り大きく開花するとともに,世界各地に伝え

られた.日本へも,朝鮮半島を経て伝えられ,近世

に至り工芸から,近代工業の1つへと大きく進歩し

てきました.こうして,現在日本と中国は,共に,世

界の磁器産業の中心地となっています.

写真13街の西郊外にある伝統工芸村｢古窯｣.
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第16図景徳鎮市周辺の磁器原料産地.

ここでは景徳鎮市とその周辺の磁器原料につい

て紹介してきました.私が覗くことができたのはご

く一部ですが,それらを見る限り,景徳鎮の磁器原

料も安心できる状況と言うよりも,資源不足が懸念

される状況のように思われます.

かつて景徳鎮簡辺にあった豊かな釜石やカオリ

ンが枯渇しはじめ,上税姦石や星手県のカオリン

など,江西省東北部全域から資源を集めざるを得

なくなっています(第16図).これらの資源も必ず

しも大規模なものとは言えませんので,今後さらに

遠方からの原料の移入が迫られることになるでしょ

う.

日本においても近年資源の枯渇や品位の低下な

どが深刻な問題になりつつあります.

これらの資源の産状や成因の研究をすすめ,そ

れを基礎とする探査･開発技術,資源の有効利用

技術などの開発を促進し,アジアの,世界の磁器

地質ニュｰス528号�



中国景徳鎖の磁器原料(2)一カオリンｰ

一51一

産業の発展に貢献してことが先進国日本の重要な

任務でしょう.
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<余談>

磁器と磁気男磁と餐

｢磁器｣と｢磁気｣､同じ発音であるが,意味はも

ちろん別である.念のため国語辞典(岩波･国語辞

典第4版)で調べてみた.｢磁器:白く半透明で硬

い,吸水性のない焼き物.有田焼,九谷焼の類｣,

｢磁気:磁石の相互作用,または磁石と電気の相互

作用などの現象｣とある.

なぜ同じ｢磁｣という文字が使われるのか?｢磁｣

という字はどんな意味?辞書(学研･漢字源)を開

いてみた.

｢磁:砂鉄をどんどん弓1きつけてふくらむ鉱物.鉄

を引きつける性質｣とある.｢磁器｣には｢磁｣のよう

な性質はない.不思議だが,そのあとに目のうろこ

がはがれおちるような記述があった.｢磁器:河北

省磁県産の焼き物｣.早速,中国の地図をめくる.

確かに河北省の最南端部に｢磁県｣がある.産地の

名前だったのだ.焼き物を大産地｢瀬戸｣にちなん

で｢せともの｣というようなものなのだろう.

それでは中国で｢磁器｣を表す本来の語は何だ

ろう.手元の｢英沃地質詞典(北京の地質出版社

刊)｣で,陶磁器全般を指すCeramicsと硬質磁器

を指すPorce1ainをひくと,｢Ceramics:陶奮,陶

器｣,｢Porcelain:蓑,琵器｣と書かれており,｢磁｣

という字は使われてない.｢餐:うわぐすりをかけ

たきめのこまかい焼き物｣.｢琵｣の原料となる石は

｢釜石｣というわけで,地質ニュｰス6月号(no.526)

で｢中国景徳鎮の磁器原料(1)一琵石一｣と書いたの

は正解だったようです.

かつて磁器の製造技術は中国北部から韓半島を

経て日本へ伝えられた.｢蓑器｣という用語が,中国

北部の｢磁県｣で｢磁器｣に変わり,それが韓半島を

経て日本にまで伝わってきのだろう?技術用語の1

つからも中国蓑器の長く奥深一い歴史の一端が見

えてくるような気がする.

ちなみに｢餐｣は見なれない字だが,JISの第2水

準漢字に含まれておりパソコンやワｰプロで自由

に使える手なのです(コｰドは612Aで,読みは｢か

め｣,｢ジ｣,｢シ｣).

それではもう一つ｢陶｣,｢陶器｣には,どんな意

味があるのでしょう.｢陶:粘土を枠のなかに入れ

てまんべんなくこねること｣.｢陶器:土をこねて形

をつくり,うわぐすりをかけて焼いた器.信楽焼,

益子焼など.陶磁器全体の総称として使われるこ

ともある.｣

物質が磁性を持つようになることを｢磁化｣とい

う.粘土の器を高温で焼くと｢磁化｣して｢磁器｣と

なる(ふつう磁器化すると書くが,時に葦が省略さ

れる).では｢陶化｣は?｢粘土の器が焼かれて陶

器になること｣ではなく,粘土で形をつくること,も

のの姿を変えることから｢立派な人物にするために

教え導くこと｣の意味だそうだ.
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